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マツカ レハ の卵塊 の大 きさの2型 とそ の 由来*

広 瀬 義 躬

Occurrence of two types of egg mass size in the pine moth, 
Dendrolimus spectabilis Butler  (Lepidoptera  : Lasiocampidae) 

                 Yoshimi Hirose

は じ め に

卵塊で産卵する昆虫では,卵 塊がある与えられた地

域内の個体群の1つ の構成単位となって種々の環境要

因の作用を受けることが予想 される.特 に幼虫期にも

集合性を継続する昆虫では,卵 塊の大きさが幼虫集団

の大 きさをも規定することになる.し たがつて,卵 塊

の大 きさとその変異の程度は個体群動態把握の上から

きわめて重要な意味を持つている.

マツカレハも卵を塊めてマツ類の主 として葉に産み

つけるが,孵化 した幼虫は2令 に達す ると分散してし

まう.し たがって,こ れより後の令まで集合生活を続

けるオビカレハやチャドクガほど生活史全体を通じて

卵塊の大きさが持っ意味は重要でないか もしれ な い

が,卵 寄生蜂の作用や,初 令幼虫の分散に伴う高い死

亡率(Kanamitsu,1962)な どを考えれば,本 種の場

合にもやは り卵塊の大 きさとその変異はぜひとも明ら

かにきれる必要があろう.

筆者は1960年 以来,福 岡市とその周辺のクロマツ海

岸林でマツカレハの卵寄生蜂の寄生状況を調べていた

際に,マ ツカレハの卵塊には1卵 塊の大きさか ら区別

される大,小2つ の型があることを見出した.こ のよ

うな事実はこれまでの文献には記録されておらず,先

に述べたような観点からきわめて注目すべ きことと考

えられるのでここに報Lf:itしたいと思 う,ま た,上 記の

2つ の型の卵塊の由来についてもいろいろな点から検

討,あ わせて論議したい.

本文に入るに先立ち,日 頃御指導いただく九州大学

安松京三教授,平 嶋義宏助教授 に厚く御礼申し上げる.
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房夫(現 高知県農林技術研究所)両 氏に感謝の意を表
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調 査 の 場 所 と方 法

調査に選んだ場所は福岡市とその北方,玄 界灘に面

した海岸一帯のクロマツ林で次の3ヵ 所である,

花見A面 積約10haの クロマツ天然林.そ のうち

樹高1.5-3.5mの クロマツ幼令木が低密度で生えて

いる10aの 地域か ら46本 を調査木とした.].960年 だ

け調査.

花見B面 積約3haの クロマツ砂防用造林.1.5m

間隔で植えられた樹高1.5-4mの クロマツ幼令木か

ら成つている.1961年,調 査木46本.1962年,調 査

木67本.1963年,調 査木,第1世 代に対して278本,

第2世 代に対して374本.

箱崎面積 約10haの 古いクロマツ林から転用され

た墓地.ク ロマツとともにニセアカシヤ,セ ンダン,

その他多くの樹種が混植 されている.ク ロマツは樹高

10m前 後の壮令のものと,そ の下生えとして生じた

樹高1.5-3.5mの 幼令のものとに大別されるが,調

査上の理由で後者のみを対象とした.1960年,調 査木

44本.].961年,調 査木37本.

上記の各々の場所で,マ ツカレハの産卵期間中(6～

10月),1週間 または20日 間隔で,固 定した クロマ

ツ調査木について毎回その木の全体をくまなく探索し

た.見 っかった卵塊は室内に持帰 り,直 接卵粒数を数

えた.た だし花見Bで1963年 の場合には,卵寄生蜂の

調査のため,発見後10日 間野外に放置して孵化 させた

後,残 つていた卵殻に基づいて数えた.そ のため多少

誤差が入 りこんでいる可能性はあるが,そ れはまず無

視してよい程度のものと思われる,

調 査 結 果

1.大 きさの異なる卵塊の2型 の存在

調査した例のうちで,花 見B,1963年 の場合をのぞ

いた各場所,各 年次別の ユ卵塊の卵粒数の頻度分布を



Fig. 1. Frequency distribution in the number of eggs per egg mass in the first genera-
     tion of D. spectabilis. A : Hanami A, June-July, 1960, B  : Hanami B, June-July, 

     1961, C : ditto, June-July, 1962, D : Hakozaki, June-July, 1960, E : ditto, July-
     August, 1960, F : ditto, June-July, 1961, G : ditto, August, 1961. Ordinate : fre-

     quency, abscissa : number of eggs per egg mass on log scales.

第1図 に示した.い ずれも第1世 代についての結果で

あ り,第2世 代(秋9-10月,第!世 代の一部から生

じる)も 調べたが,こ の世代は例年,発 生が少なく,

得 られた卵塊数が非常に少ないので,こ こでは省略し

た.ま た箱崎の場合には,毎 年,第1世 代の成虫が6

月中旬 一7月 上旬,7月 下旬m月 下旬の2回 に分れ

て発生するのが認められ(広 瀬,1962),お そ らく2

つの系統が混在していると思われるので,第1図 では

一応,時 期を分けて示した.

第1図A,B,Cで 明 らかなように,第1世 代の場

合,花 見Aで も花見Bで も年次にかかわりなく,1卵

塊の卵粒数の頻度に2つ の山が認められる.1つ の山

は1卵 塊の卵粒数が平均3-6粒 という非常に小 さい

卵塊から成 り,マ ツカレハのいわゆる卵塊としてはき



Fig. 2. Frequency distribution in the number of eggs per egg mass in the 
     two different generations of D. spectabilis at Hanami B in 1963.

わめて小さなものである.も う1つ の山は普通に卵塊

とみなされているような,1卵 塊の卵粒数が通常100

粒以上,最 大600粒 に も及ぶ大きな卵塊から成つてい

る.同 じような傾向は,同 じ世代でありながら,発 生

の時期を異にする箱崎の個体群の場合にも,各 発生時

期の個体群ごとに認 め られる(第1図,D,E,F,

G)

第1図 に示 した例は調査卵塊数 も充分とはいえない

ので,花 見Bで1963年 にかなり広汎に行なった調査の

結果を第2図 に示した.こ の場所では,幸 いこの年に

第2世 代の発生がかな りみられたため,担 当数の卵塊

を集めることがで きたので,第2図 では第1世 代と第

2世 代を並置して示した.

第2図 にみられるように,こ の場合も第1世 代,第

2世 代ともに,ユ 卵塊の卵粒数の頻度に大,小2つ の

山があり,世 代にかかわ りなく大きさの異なる2つ の

型の卵塊があることがわかった.

以上,い ろいろな例に認められた大 きさの異なる2

っの型の卵塊はその卵粒数の頻度分布が互いに重さな

つている.し たがつて,実 際に区別するのに困難な場

合 もあるが,筆 者は一応,便 宜的に!卵 塊の卵粒数が

20粒 以下のものを小卵塊(第3図,A),21粒 以上の

ものを大卵塊(第3図,B)と 呼んで以後区別するこ

とにした.

上記の区別にしたがい,第1,2図 に示した各例に

っいて,2つ の型の卵塊の出現の比率と平均の大きさ

を算出して第1表 に示した.ま ず,こ の表か ら,両 型

の比率は各々の例で異なる値をとり一定 した値を示さ

ないことが明らかであるが,一 般に小卵塊の方が大卵

塊よりも数が多いことが認められる.次 に両型の卵塊

の平均の大きさについては,こ れもまた場所,年 次で

著しく変動することが認められる.特 に第!表 で注意

をひくのは,花見Bで1963年 に得られた大卵塊の平均

の大 きさが第2世 代では第1世 代にくらべて明らかに

小さいことである.こ の場合,ユ 卵塊の卵粒数の最大

値 も第!世 代 では605粒 に達したが,第2世 代では

248粒 にすぎなかつた.

2.2型 の卵塊の世代内での消長

大卵塊と小卵塊の出現の割合は同一世代の中で も産

卵時期の早晩によつて違 うように思われたので,花 見

Bで1963年 に第!世 代について 検討した結果 を第2

表 に示した.この場合,調査は1世 代中3回 しか行なわ

なかつたが,こ の3回 の調査はそれぞれ,第1世 代の

マツカレハの産卵の初期,中期,末 期に相当 して お



Fig. 3. Two egg mass types of D. spectabilis. A : small-

     type egg mass, B : large-type egg mass.

Table 1. The ratio between the two egg mass types of D. spectabilis and mean 

      size of their types in the vicinity of Fukuoka City during 1960 63.

り,1世 代の産卵期間 中の変動をよく代表し得る資料

が得られたと思われる.

第2表 から,産 卵期の終 りになるにしたがつて,小

卵塊の数を大卵塊の数で割つた値は大きくなる,す な

わち,大 卵塊にくらべて小卵塊の数が多くなることが

明らかに認められる.



Table 2. Sequential change of the ratio between the two egg mass types in the 
      first generation of D.  speetabilis at Hanami B in 1963.

論 議

マツカレハの卵塊には大,小2つ の型,す なわち大

卵塊 と小卵塊のあることが明らかになつた.し かし,

高木(].925,1933)は 本種のユ卵塊の卵粒数の頻度分

布が1例 では1.01-200粒,他 の1例 では30]-400粒

にそれぞれピークをもつ一山型であつたと報告してい

る.高 木の報告には小卵塊に相当する大きさの卵塊も

記録されてはいるが,そ れが高い頻度で見出されてい

ない点で筆著の調査結果と著しく相違する.小 卵塊は

非常に小さくて発見しにくいので,見 落しということ

も考えられるが,或 いは地方的な変異の存在も考慮さ

れる.

さて,こ れら2つ の型の卵塊はそれぞれ別の♀個体

によつて産み分けられているのか,そ れとも同一 ♀個

体によつて産まれているのか.こ の点についての決定

的な証拠はないが,以 下に示す多くの傍証的な事実に

よつて筆著は2つ の型の卵塊が同一♀個体によつて産

卵されていると考える.

まず,本 種の羽化後の産卵数の消長を検 討 して み

る,第4図 は高木(1933)と 神谷(1934)の 室内で調

べた例であるが,こ の図から高木の場合,羽 化後第1

口目に最 も多くの卵が産まれ,以 後急速に産卵数の減

少するのが認められる.し たがつて,本 種がpro-ovi-

genicな 種(glanders,1950)羽 化時にすでに卵

巣内の卵がほとんど成熟してお り,羽 化後直ちに産卵

で きる種一 であることは明らかである.本 種成虫の

寿命は5-10日(室 内)と いう短期間であつて,し か

も,こ の間は全然摂食しない点 も本種がpro-ovigenic

な型 に属することを裏づけている.神 谷の場合には,

羽化後2日 目の方が羽化後1日 目よりも産卵数が多か

った.し かし,小 島(1935)も 述べているように,

交尾を終えた♀成虫では第1日 目の産卵数が最大にな

るのが正常な状態と思われる.*

高木,神 谷,い ずれの場合にしても,羽 化後1,2

日の問に大量の卵が産下されるわけで,そ の後は産み

残しともいうべき少量の卵が少しづっ産まれるにすぎ

ない.こ のことから,羽 化後日数を経た個体は小卵塊

は産むことができても大卵塊を産む条件下にないこと

は明らかである.い いかえれば,羽 化後ユ,2日 以内

の個体が大卵塊を産むことがで きることを意味してい

る.し たがって,大 卵塊は若い日令のときに産まれ,

小卵塊はさらに日令を経たときに産まれることが予想

される.実 際に野外では,各O個 体についてこのよう

な事実を確かめることは不可能である.し かし,も し

これが事実であれば,こ のような♀成虫の日令に伴な

う2つ の型の卵塊の産み分けが世代全体を通じても累

積された形で現われることが期待 される.事 実は,第

2表 にみられる通 り,ユ っの世代の産卵の末期になる

にしたがつて,小 卵塊の割合が高まる傾向を明らかに

示しており,前 述の推論を裏づけている.

小島(1935)に よれば,マツ カレハの♀成虫は羽化

当初は多数の卵を持っているため体が重くて飛翔がで

きず,か なりの卵を第1回 の産卵で産んだ後初めて飛

翔が可能になるという.こ の事実を前述の日令に伴な

う2つ の型の卵塊の産み分けと結びつけて考えると,

マツカレハは羽化後,短 時日の うちに羽化地点付近に

大卵塊を産み,以 後体が馨 くなつて自由に飛翔がで き

るようになると小卵塊をあちこちに産んでまわるとみ

ることができる.こ のような考えが成 り立つ とす れ

ば,大 卵塊の位置と羽化した♀の蛹の位置との間に空

間的な一致がみられる筈である.ま た,大 卵塊と小卵

塊の空間的な分布が互いに異なることも予想される.

*本 種 と近 縁 で ヨー ロ ッパに 分 布 す るDendrolimus

piniで は,交 尾 しな い 場 合,一 定 量 の 産 卵 が 連'

日継 続 され,交 尾 した 場 合(高 木,神 谷 の結 果

と同 傾 向)と は 全 く 別 の 産 卵 曲線 を 示 す こ とを

LebedevとSavenkov(1930)と小 島(1933)が

そ れ ぞ れ 報 告 して い る.筆 者 の 飼 育 経験 か ら し

て,木 種 に もお そ ら く同 様な 事 実 が あ る よ うに思

わ れ,未 交 尾 個 体 の 混入 は 産 卵 曲線 の形 を 著 し く

変 え る ことが 推 察 さ れ る.な お,本 種 で は 野 外 で

不 受精 卵 塊 を 発 見 す る こ とは きわ め て稀 で あ る.



Fig. 4. Daily oviposition of D. spectabilis in the laboratory (data from 
     Takagi, 1933 and Kamiya, 1934).

これらの点については,花 見Bで1963年 に行なつた調

査に墓ついて別に発表する卵塊の空間分布についての

論文で触れる予定であるが,前 述の推論と矛盾しない

結果を得ている.

2つ の型の卵塊の比率とともに,各 型の卵塊の平均

の大 きさはある与えられた地域のマツカレハ個体群の

特性となり得るとい う点で電要であると思われる.た

とえば,同 じ大卵塊でもその平均の大きさは大 発生

年,平 常発生年で著しく変動することが考えられ,年

次や世代を追つて調べることは意義があるであろう.

しかし,第1表 に示したように,第2世 代の大卵塊の

平均の大きさが著しく小さいことは,こ の世代が第1

世代にくらべて短期間に成育するため♀成虫が非常に

小型となる結果,産 卵数も少ないことによるものと考

えられる.し たがつて,こ の事実は年にかかわ りない

第2世 代に特徴的なものとして注意してお きたい.

マ ツカレハの産卵期が終つてしばらくの後,林 内に

点々とみられる新梢の枯上った状態は,勿論,大 卵塊由

来の孵化 幼虫の集団的な喰害によるものである.し た

がつて,卵 塊から幼虫が孵化 した当時の被害というこ

とに限れば,小 卵塊は問題にならない.し かし,一 般

に小卵塊の数は大卵塊の数よりも多いことは注意を要

する点であり,個 体群動態の立場からは,当 然ここに

この2つ の型の卵塊の生存価が比較検討される必要が

起つてくる.こ れら2つ の型の卵塊には質的な違いが

みられる可能性があり,ま ず孵化 率などの点について

今後調査の必要があると考えられる.2つ の型の卵塊

の生存価に関して,卵 寄塗蜂の寄生に関係 した面にっ

いては,す でに資料を得ているので,別 に報告する予

定である.

要 約

福岡市近郊のクロマツ海岸林 の3カ 所で,1960-

1963年 にマツカレハの卵塊の大きさを調べ,場 所,年

次,世 代などにかかわ りなく人,小2つ の型の卵塊が

あることを明 らかにした.各 型の卵塊の大きさは一部

重複しているが,便 宜上,a卵 塊の卵粒数が20粒 以下

を小卵塊,21粒 以上を大卵塊として区別した.前 者は

通常,平 均3-6個 の卵粒から成 り,後者は平均100な

いし200卵 粒,最 大600卵 粒 にも及ぶ.一 般に,ど の

世代で も小卵塊は大卵塊よりも数が多かった.

マツカレハはpro-ovigenicな 種であり,室 内では

羽化後1,2日 の問に蔵卵中の大斗三の卵を産むことが

知られている.一 方,第1世 代について野外で産卵時

期の早晩と両型の卵塊の出現比率の変動を検討した結

果,小 卵塊の割合は産卵期の後半に著しく増加するこ

とがわかつた.こ れらの事実は,大 卵塊は羽化後問も

ない♀によつて魔まれ,小 卵塊は羽化後の日令をかな

り経た♀によつて産まれるとい うことを示唆するもの

である.
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                                      Summary 

   Collections of egg masses of the pine moth, Dendrolimus spectabilis Butler were made at three 

plots in the Japanese black pine forest on the coast in the vicinity of Fukuoka City during 1960-63. 
Frequency distribution in the number of eggs per egg mass showed that there were two remarkable 

size differences of egg masses regardless of plot, year, or generation. These two types of egg 

masses,  viz, small-type and large type, were distinguished from each other by the following size 

for convenience, though there was observed an overlap in size. Small-type egg masses consist of 

less than 20 eggs, usually 3 to 6 eggs on an average. Large-type egg masses comprise 21 to 600 

or more eggs, and 100 to 200 or more eggs on an average. In general, small-type egg masses were 

more numerous than large-type egg masses in each generation. 

   D. spectnbilis is a pro-ovigenic species, and under laboratory conditions the gravid female lays 

the greatest number of her eggs within one or two days after emergence. On the other hand, the 

field census data indicated that the ratio of the small-type egg masses to the large-type ones in-

creased in the later period of oviposition. These facts suggest that the large-type egg masses are 

laid by the young moth, and that the small-type egg masses are deposited by the older moth.


